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医
療
機
関
に
お
け
る
診
療
記
録
等
個
人
情
報
の
開
示
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

個
人
の
診
療
情
報
開
示
の
あ
り
方
に
つ
い
て
本
年
三
月
三
〇
日
に
「
医
療
機
関
に
お
け
る
診
療
記
録
等
個
人
情
報
の
開
示
に

関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
、
四
月
一
〇
日
に
答
弁
書
を
受
領
し
た
。
そ
の
答
弁
内
容
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

旧
国
立
大
学
附
属
病
院
で
は
個
人
情
報
保
護
法
第
二
八
条
第
一
項
に
基
づ
く
本
人
開
示
請
求
書
の
提
出
先
は
大
学
総
長
等

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
私
立
大
学
の
多
く
は
提
出
先
が
附
属
病
院
長
に
な
っ
て
い
る
。
私
立
大
学
の
場
合
の
個
人
情
報
取

扱
事
業
者
に
該
当
す
る
者
は
だ
れ
か
。
大
学
附
属
病
院
の
院
長
は
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
該
当
す
る
の
か
。

二

私
立
大
学
附
属
病
院
の
場
合
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
開
示
請
求
で
あ
っ
て
も
、
病
院
事
務
窓
口
で
開
示
請
求
手
続

き
を
扱
っ
て
い
る
。
例
え
ば
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
で
使
用
さ
れ
る
開
示
請
求
用
紙
に
は
「
診
療
情
報
提
供
請
求
書
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
�一
開
示
請
求
書
が
個
人
情
報
を
診
療
情
報
に
限
定
し
た
名
称
に
な
っ
て
い
る
、
�二
「
提
供
請
求
書
」
と
い
う

文
言
を
記
載
し
て
い
る
、
以
上
二
点
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
法
が
保
障
し
て
い
る
本
人
の
開
示
請
求
権
、
訂
正
権
、
利

用
停
止
権
が
損
な
わ
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

三

ま
た
近
畿
大
学
病
院
に
お
け
る
開
示
請
求
書
は
「
診
療
記
録
等
の
開
示
申
込
書
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
開
示
請

一



求
者
本
人
が
「
診
療
記
録
の
み
に
限
定
」
さ
れ
て
い
る
と
誤
解
し
か
ね
な
い
。
し
か
し
本
来
は
医
療
機
関
が
保
有
し
て
い
る

本
人
の
個
人
情
報
す
べ
て
が
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
開
示
申
込
書
は
、
開
示
請
求
権
を
保
障
す
る
個
人
情
報
保
護
法
の
趣
旨
に
反
し
、
そ
の
適
正
な
運
用

を
妨
げ
て
い
る
と
考
え
る
。
開
示
請
求
の
タ
イ
ト
ル
、
及
び
書
式
を
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
「
保
有
個
人
情
報
開
示
請

求
書
」
に
統
一
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

四

平
成
二
八
年
に
改
正
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
は
、
第
九
条
、
第
一
〇
条
で
「
苦
情
処
理
の
た
め
の
措
置
」

を
定
め
、
第
四
〇
条
、
第
四
一
条
、
第
四
二
条
で
「
報
告
及
び
立
ち
入
り
検
査
」
の
権
限
を
定
め
て
い
る
。
い
ず
れ
も
法
の

適
正
な
運
用
を
促
進
す
る
に
必
要
不
可
欠
の
規
定
で
あ
る
。

法
の
適
正
な
運
用
に
関
し
て
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
は
ど
の
よ
う
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ
ら
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

五

厚
生
労
働
省
は
昨
年
九
月
二
五
日
付
「
医
療
機
関
に
お
け
る
診
療
録
の
開
示
に
係
る
実
態
調
査
に
つ
い
て
（
協
力
依

頼
）
」
を
通
達
し
て
調
査
し
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成
一
五
年
九
月
一
二
日
付
「
診
療
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
指
針
」
（
医

政
発
第
〇
九
一
二
第
〇
〇
一
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
通
知
別
添
）
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
）
の
運
用
実
態
を
調
査
す
る
目

二



的
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
。

六

「
指
針
」
は
、
内
閣
衆
質
第
一
九
一
号
答
弁
書
に
「
医
療
機
関
が
保
有
す
る
診
療
録
等
の
診
療
情
報
を
提
供
す
る
に
当

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
事
項
に
留
意
す
れ
ば
医
療
従
事
者
等
が
診
療
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
職
責
を
全
う
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
か
を
厚
生
労
働
省
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
の
規
定
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
さ

ら
に
「
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
指
針
の
内
容
を
精
査
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

個
人
情
報
保
護
法
第
三
三
条
第
一
項
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
法
第
二
八
条
第
一
項
に
よ
る
開
示
請
求
を
受
け
た

時
は
「
当
該
措
置
の
実
施
に
関
し
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
同
条
第
二
項
で
、
「
実
費
を
勘
案

し
て
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
額
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
の
実
態
調
査
の
結
果
で
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
や
国

立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
、
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
な

ど
は
手
数
料
と
し
て
三
千
円
を
徴
収
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、
速
や
か
に
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
指
導
の
内
容
と
改

善
結
果
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三



七

政
府
が
、
「
指
針
」
の
内
容
は
個
人
情
報
保
護
法
の
規
定
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
通

り
、
調
査
す
る
べ
き
は
「
指
針
」
の
内
容
や
そ
の
運
用
実
態
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
趣
旨
及
び
諸
規
定
を
遵
守
し
て
い
る

か
否
か
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
は
速
や
か
に
改
善
を
図
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

四


